








第二次 欺 洲大戰 は 日と おに あ々 激化 さ H たが、 英米の 紫 お G る 提携、 ァメリヵ G 
巧 骨な 對日巧 勢、 或は また ソヴィ ユト聯 巧の 對 ドィッ 閒戰 等々 變轉 極まり 一.， ♦く、 化 
おは 一段と 複雜 になつ て ホた のでる ろ。 

而し てこの 憂 面 じは おに ユダヤ人の 策動 も 名へ 得られる 所でぶ つて、 ユダヤ人の 
世巧閒 巧の 大 陰謀と か、 シォン 謀を 善の 娘 巧な がを、 乃至は ユダヤ 地 お 巧 かの】 巧 
を 形成す ると 云は ろ フ リ— メ I ソン お 社の 暗罐 等々 がが ねてから 論議され てゐた 
ので あ义 が、 事實 ユダヤ人の 動きには 首肯し 難き ものが あるので あつて、 ょくこれ 
を 見極める 必 おが あるで あらぅ。 

まこと じと つの おを 支配し、 太 盼の沒 する ことなしとまで 云 はれた ィ，* リス こを 


二 

巧ょ ユダ 又 制 巧 下の 岡で も あり、 •ィザ リスの 霞は 卽ち ユダャ人の 巧が とも 觀る 
ことが 出 ホる。 

なに 本 善は 小冊子ながら、 ィ Vr リスに 於け る ユダャ カのを 貌を がげ、 なて 今み 大 
戰の巧 巧 把提の 一助たら しめんと した。 これ、 巧え て本蒂 をな 甲した がが じ， 他心ら 

。い。 
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巧國 を支酿 ずる ユダヤ カ 

‘ 鹿 島 健 

一、 今 ホな W 大戰の 巧 巧 

一九 S 九 ぉ 九ち 二日、 ィ幸 リス 巧び フランスの 對 ドィツを 戰布 がが 行 はれ、 當巧 
は所銷 「戰飼 巧き 戰爭」 のが 態 じせつた も •ので ぁるぶ、 をの 後べ 八 •*— の隆 W 、 ィ 
タリ— の參戟 、フランスの 敗退、 史じ 父】 九 四 一年 六月 二十 一日に 至れば ドィツ、 
ソゲ ィユ ト兩网 間の 開戰 、外交 關 係の 巧 おとな b 、 戰 切の 一大 轉闷が がらされ たの 
である。 


誠 じ 一九 一二 九 年 八月 十九 日に 締結され た巧ソ 逾巧攸 おや、 同月 二十 ニー 日 じ 調が さ' 
れ た蘭闽 不可侵 條 約の 手前から 云 つても、 ソヴイ ユト硫 邦の 反 ドイッ 行動は 巧 天の 
爲 おた るかの 威が 巧い ので あるけれ ども、 しかし、 ユダヤ人 問蹈の 上から 歡れば 別 
に 不可 化滿な ことで もない ので あつて、 當 がの 歸趙と 云へ ょぅ。 

卽ちイ V ブス、 アメリヵ 、ソゲ イユト の 諸闽は 何れも ユダヤ人の 要衝に 蹈る 巧の 
巧臺 であつ て、 をれ-: L 、 巧は 異なれ、 ユダヤ人 相互の 密接。 連 おは 容 おじ 排 しおべ 
くもない ので ある。 . 

イ リスの が じを、'、 たし とら なれば、 ソゲ イユト の ユダヤ人 はを 力を 與げ て對ド 
イッ 閒戰 、大觀 への 突入 じまで 化した ものと も 觀られ るので ある。 . 

化 づイも リスでは 大法を ジョン •サイモン や 前 陸 か レス リ I •ホア ベリ！ シヤ、 
'元 巧 か' イ 1*"1 卜 •サミ ュユ八 子 お 等が ユダヤ人 であら、 アメリヵでは 八— ズヴエ 



グト 大統領の 设 鳥が 問た る パ— ナ—ド •* バルク や、 が 巧ち をへ ンリ I •モ I ゲン ソ 
I が ユダヤ人で あるし、 ソヴイ H 卜聯 巧では 元 外 嫁 人民を 貝 リトヴ イノ フや 、前が 
油 人 巧を 巧 カザ ノウ イッチが、 ユダヤ人 であり、 或は 又 スタ— リン 首 巧の 一 二度目の 
斐ロ イザ (カザ ノウ イッチの が) や、 外務 人は をな モ "トフの 妻 も ユダヤ人 である 
との 評が ある。 

化が 小 松 巧は 「アプトン •シンクレアは ユダヤ人 だが、 をの シンクレアと 親戚 關 
係 じだろ じら シム プ ソン 夫人 (ウイン ザ— 公夫 人) も ユダヤ人 だとい ふこと じ。 る 
わけ だ」 と發轰 して おられる が、 正確 じを がは 筆者は 持ちな はせ てゐ ない。 けれど 
も、 なじ^ — マニアを 追 はれた々 口 八 二世 じ對 する^ ぺスク 夫人の ユダヤ人 である 

ことを 想 おする 必要が あらぅ 0 

ユダヤ人 じして イエ 八 サレ ム大 學の敎 巧た るア ，サ— .少ッ ピンは をの 絮 「ユダ 


又の 運命と 装」 の 宅、 ドィッ s •タヤ 政策に 觸た 「ユダ 又が マ ランスの 
首 巧 や、 ィ术 リスの 嗟が や、 ロン ァの 外相 や、 な 衆 國の激 巧で あるのに 、他方 ドィ 
ッ では、 ± 地の 橘 除 夫の 地位す らおた す こと も 出 ホ じかつた」 と 述べて ゐ ろ。 
こごで 刊行され た 「ユダヤ 年 愛の 一九 四 〇 年 版 じょる と、 英ホ闽 の ユダヤ 

な 大略ず 二 笑 X に 及び、 化を 畜 では 替革萬 人、 P シァでは 善 五 
萬 人と なつて ゐ を、 これは？ 又 侧のお 華を をら、 ごぐ 巧 輪の— をる 
ことを凄しなければ^^ら哀であつて、 ッ 》 ィ ：發安 ダ ヤ人は塞にが。 
ては、 をの 數 おんど 化を ホ阀と 比两」 おる おのが 加を でて ゐミ 
故に ヒッ トラ ふ 拱 ユダヤ 政策 こを は、 これ 等 諸蝴の ユダ 又の. 反 悄を一 財哄ら 

立てた ことは 器裝 る？ ホつ て、 今寞 穀霉惡 一九 一二 九す パ V 昔に 

ち 支那 Q ィ V プス系 ユダヤ 随 の 長郎サ 1 て クタ 1 ンジて ご 



戰が某 金と して. 百 萬ドグ をが 金して 居 b 、 をの 他 バレス タインに めいても、 ュ タャ 
人、 チュイ ム •ブイ ズ マンが ± の お 導の 下に 無慮 四十 萬 人の ュダャ 岡は 軍が 編 化さ 
れ 、イ’ キリスへ のな 誠を 替 つたと 傅 へられて ゐ る。 

にる 六 巧 二十の 日の 東京 朝日 新 軸は、 ドイツ、 ソヴイ ュト觸 网の關 係に 對 する 一 
おイ •キ ブス 人の 威倘 として、 イザ リス Q 父莫バ I ナード •ショゥの ホの ごとき うリ柴 
をが げてゐ ろ。 

「 だとす る じは 馀 りに 話が ぅます ぎる。 をれ は 巧々 が 望みが る 何らの よ b ら 
な k の もの だ。 

ぉ ♦と 米 巧と が ヒット ラ I がが とい ふ 異常なる 仕事に 巧 面して 喘いで ゐる とき 
ツ聯 が巧觀 し- がら か、 むの 笑を 浮べて ゐ たのは ほんの 畔曰 のこと だつ た。 

ホろ に 今日は スター リンが ヒプ トラー が碎に 喘ぐ 時が ホ、 巧 ♦はが もす る ことら 


ホ 

なく、 ただ 坐つ て か、 むの 笑を 浮べて ゐれ ばょ いこと じな つた」 

斯 く て 今 やイ！^;* ブス、 アメリカ ソヴイ H 卜 一二 阅 問の 同盟 說 さへ 攸 へられて ゐる 
が、 ド イプと イ’* リス 並び じッヴ イユト との 抗爭 は、 おな ド イブと ユダヤ 金權 との 
抗學 > 玉で ふこと が 出 巧る であらぅ。 

二、 巧 巧に ち 巧す る ロスチャイルド ま 

•世が 的な 大财閱 、ロンドンの ロス チ ヤイ 八 ド をは、 支那の サス —ンぶ や、 ア メリ 
力の クーン • n ユプ 巧を とはんで 一一 一大 ユダヤが 脚と をはれ てゐ るが、 今や 化が のか 
治、 終が じ對 する 巧ぶ 的な 支 祀權を 握る ま 金 壬 朝い 烘帥 であろ かじ おえる。 

ヒット ラー は 旣じマ イン •カム プの 「戰 後に 於け る ドイッの 同盟 か 巧 一の 章で 
「ユダ •ヤ新 削は 一九 一九 年までは 打倒 ドイッ じを 力を 注いだ。 ドイッを W くのは イ 



V - リスの 利益と 云 ふよ b も 寧ろ ユダヤ人の 利益で るつ たので ある。 今や 巧 便 日本の 
スロ I ダンを 拇げて 化 巧 だ 筆陳を 張る の も、 イ V リスよりは ユダヤ人の 利をから で 
ある。 イ ，キリス 人は 世 巧 制 おを 目指し、 をの イ’ キリスを ユダヤ人が 化ら つて ゐ る」 
と 述べて ゐ るが、 を かも ヒット ラ— じよる と、 ユダヤ人の 反 ドイツ 運動 こを イ .ホリ 
ス をして 對ド イブ 宜戰じ 赴かし めた も' ので あると 云 ふ。 

果してが らば、 茲じ ユダヤ 余 權のお 帥 n ス チ* イ^ドぶ のを 力を 擧げ ての 活動 も 
をへ 得られる 道 巧で ある。 

, 「非が が 闽民垂 集、 殺 巧篇」 を絲 くと、 巧 田を 巧に よる ホの 如き 記事が ある。 

-英巧 人が これ こを 巧が 岡の 代表的 赏 豪と いふ 場合、 彼等は かしてを のな カピけ 
じがいて 云は ない。 之が アメリヵ人と 違 ふところ だ。 何よりら 先づ 、をの 連綿たる 
巧忧を 誇るべき み 門が 閒强 じされる。 だから 今でも 彼等は 自分の 代表的な 寡と して 


ロス チ* イ八 ドを、 ベア ブング を、 及び シロ イダ I ぶの s つを 推す ので ある。 こむ 
等 一二み は どの 點 から 云 つても 中々 じ 甲 こはつけ 難いが、 現ナ マを ふんだんに 持つ て 
ゐ ろと いふ 點 では 何と 云つ てを。 みが I 番 らしい。 しかし 事裴的 活動から おれば、 
ベみ 及び シ をの 方に 軍规が 上がる 一- 

ロ ツチ ャイ火 ドみ は、 一と 四 S 年 じ マ イン 河畔の フラン クフ 少卜の 「ゲット—」 
(ユダヤ人な 一に 一 小 巧 人と して 生れた メイ ヤ— •アム •シュ^に 始まる。 

化は ユダヤ人 、ベンジャミン •デ イス レリ (ビ I n ンス フイ I 八 ド 白 巧) とぉ こ 
め 巧に 夕を 軸せ た ライ ォネ八 • n ス チト イ^ド ぉ 厨の 祖父に 常り、 ホい 貨 おの 仲買 
や、 兩替 をが てみ を 立て、 一八 〇 1 年ょり 時の ョ I n ッパ巧 主の 中で 最大の ぶ 架と 
云 はれた ヘッセ •カッ ヒ^の 領主 フレデリック ニ 化 や、 をの 子 ウイリアム 九此 とお 
を じ 間柄と なり、 をのが か 上の 巧 助 をら 巧つ たので あつた。 . 



ロス チ イト；^ ドの ぶは、 赏が フラン クフ 八卜の ユダヤ人 巧 人には それぞれ rt ぶの 
前に 小さな 巧 巧を おげ る 巧 悔があ り、 彼は 赤い あ (ロット •シ八 ド) をが して 栽い 
たから、 自 がに 人 呼んで P スチ ャイ 八 ドと なつた ものであると 云 ふ。 

化の 巧 法は 通常の ユダヤ人 のをれ とは 異 b 、 極めて 堅が な もので あつて、^ ッン 
ソーン の 「戟爭 は 儲かる か」 じょれば 「0 ス チト イ^ドの 地 化は 巧述 のがな 錫む 家 
とは 少しく 巧 違して 居り、 大巧の 宮巧銳 行ぶ はを の 巧 まの ために 资金シ 調 巧す ろの 
がな 日 じの だが、 n スチ ヤイ 八 ドは をのな 對 に、 を 3 1 ロッ パの お ま 中で 妓大 のな 
まと 云 はれた ヘッセ •カッ セ 八 公 ウイリアム 九 化の 贴 政が 問と なつて、 彼のた めに 
併 ホを 物色す る ことで あつたの だ」 と 云 ふ。 (，永 井 直 二 氏/巧 ョ ル) 

一八 〇 六 年 じ 領主が ナポレオンの 軍が 俊 入の 難を 避けて 幽を 離れた 際 じは、 S 订 
巧 ド 火に 及んだ をの 正金 やかを の 化が をを 託された ので あつたが、 をの 閒 にこれ を 


一 o 

諸 ホ おに 貸しつ けて 莫大な 利益を をげ、 をの 後が 事に 領 ホの 歸网 する じ 及んで 元を 
じ 利す を 添へ て お 巧した。 

をして これが 却つ て 一な の 信用を 增 すの 因と な b 、 金融界 じ 牢固た る 地盤を 裳き 
上げ、 「闽王 等の 銀 巧 ま 一と も 「銀行 莱 者の 帝王 一と も 云は るるの 契機を 戍 したの 
でぁつ た。 一八】 二 年 じ 彼の-化 したる 時 じは、 をの 遺を はち 萬 ポンドに 達して ゐた 
と 云 はれる。 ’ 

彼には 五 人の子 供が ぁつたが 事業の 機 おを 巧ふ爲 、一と 九 八 年には 先 づ巧も 俊い 
た 才能を 持つ てゐた 一一 一巧 ネザン を ィザ リスへ をり、 なて ロンドン ぶの 基禮 をからし 
めた。 

おが ネザン のが 閒果 してを しきを 得て、 彼は 化づ マン チ-スタ— じがい ご 滿物莱 
を閒 けし、 次いで スペィン じ 在つ たゥ H リントンの 軍が に 八 巧 萬ぉン ドのを をを 供 



がし、 やがて イゲ リス 政 かのを 要な 金融が 關 となつ た。 

ネザン じ 次いで 一八 一 五 年には 次 巧 サロモン がべ 八 リン、 巧に ウイ I ンに 、一八 
一と 年には 五男 ジユ— ムズが パリへ、 一八 二 一年 じは 凹 男 力— ^ が ナぉリ へと をれ 
t 1 みを 削始 し、 而 して 長男 アム シユ 八は フラン クフ 八卜總 本み Q 赏 主として 父 
の 業を をけ 繼 ぎ、 斯くて 互 じを 接な 連絡を とら、 或は 又ヨ Jn ッ パの 諸 宵 族と も姻 
戚關 係を 傅、 なて 今日の 隆盛の 兹を 開いた ので あつた。 

特に ロス チ ャイ 八 ド まの 戰爭 への 投 をは 有ぶな もので、 ナ水 レオンの 敗退 も 一に 
ロス チ トイ 八 ドを の 巧 力 じ 基く ものの 如くで ある。 卽も槪 して 打 スチ トィ ルドぶ の 
貸を は ナポレオンの 敵側に 夕 かつた から、 ナボレ オンの 勝利は 常が ロス チト-- 八 ド 
の 貸金の 回收 不能を おく こと ともなり、 化つ てな に ナポレオンとの 反目に 立 もぶ つ 
たやぅ である。 ' 


ァ ムシで^ • n ス チャィ^ドの 宋亡 人は 「な 子等が を 導し じいな- H . は、 ヨ ー ロッ 
パ じ戰爭のをる酱が^:?^い」 とか語したことも傅へられてゐるのでゐろ。 

ゥ オ—夕 — ^! の戰 爭は义 ネザン のな を おす 絶が の 機を であつ て、 ヨット や媒遍 
城を 川 ひて 刻々 移る 戰 がを 速 かじ 知 り、 あ々 ナお レオンが ゥ H リントン じ 化れ る こ 
と 確. がと 段る や、 n ム パ— ドの 株式市場 じこれ と 正 反 對の宜 がを 流布して お 亂に悄 
れ 、をの 菜から 殆んど 無 巧 値に 等しき 巧が 證券を 買み めて ち 利を 猶 たと 云 はれて ゐ 
.る。 

一八 一四 年から 一八 一ニ ニ 年に 至る 間 じめいて、 ロス チト ィ^ドを じょつ てィ **リ 
ス から 大陸に 持ち出され たがは！ 千 八 巧 萬 ポンド じ 及び、 一八 一と 年ょり 一八 間八 
年 じ 至る 問 じ 於け るヨ ー P ッバの あらゆる 政府の ためじを のな 化を 化が つた 金 糊は 
をに 六 億 五 千 萬 ド 八の 夕 きじ 及んで ゐ るので ある。 



かの第 I み歐洲大戰も‘ 亦 n ス チ* ィ ^ドぶをして 一 恩が力；^らしめることと。 
つたが、 中歐の 金融 恐惦は 同み じ 非常な 打が を 輿へ たので あつて、 今では 稍、、 不お 
の狀 態に なら、 ウィ I ン をの かきは 巧ん どが 日の 涕 はなく、 パリぶ もな 融 がから お 
き、 フラン ク^卜の 總 本家 も 銀 巧 業務を 停と したと 云 はれて ゐ るが’ しかし、 ロン 
ドンぶ に まつて は' ィリ ファックス 卿 や、 オブ ゲァ— •スタン リ—の やぅ，；^ が 力ぶ と 

も 納戚關 係が あるが 如く、 外巧ィ I デン とら 親しく、 をの 巧 力は 侮ら 錐 きらの が あ 
S と 吸^れる C 

現化では ロ ン ド ン の常まはナ タニ エ片‘メィ^ •ゲィ クタ I •ロス チ ャィ少 ド 

男爵で あ b 彼は また 巧學 者で も あるが、 同ぶ は マ I チト ント •パン ヵ I (伽 人 鉛 
巧を) として 巧 動しつつ あ b 、 をの 化に も、 お 細、 お述 、巧晚 等の ホが にお 巧して 
ゐ る。 

- ニー ー 


一二、 巧 困の ユダヤ人 口 

♦ 

ユダヤ人 口の 計算は 人々 じよつて 區 々様々 であるが、 一 化に ユダヤな の 信を まを 
ユダヤ、 として 境を して ゐる やぅで ある。 而もを のせ おじ まつて は义 がに よつ て異 
るので あろれ、 これは ユダヤ人と ホ ユダヤ人との 雜婚 とか、 改 々ルす るを も あ b 、 移 
動も頻 b じ 行は るるが 爲 であら、 おひ 計 巧が 巧 難と なる。 . 

ロンドンで 巧 巧され てゐる 「ユダヤ 年 館」 の】 九 四 〇 年 版 じよれば、 世が の ユダ 
ヤ 人口は 一千 六な 五十一 萬 六 千 六な 人と なつて ゐ る。 

今、 同 善 じよつ て ユダヤ人 口を おげ てみ る こと^す るが、 大^^ 巧 じよつ て ィザ 
リスから アメリヵ じ 渡る ユダヤ人 も 巧赏夕 かじ 上 b 、 かなら 大き。 異動が ある こと 
じ 往なしなければ。 るまい。 



先づ これを 大陸 別に 觀る とみの 如くで ある。 

九、 八 九 五、 000 
五、 一二 一二、 80 
八 九と、 000 
五六 九、 000 
二 一二、 六 〇〇 
一六、 五一 六、 六 〇〇 

ホに 英 帝巧內 にはと 十二 萬 八 千の 巧 六十と 人の ユダャ人が 巧 巧して ゐ るが、 を 刀 
巧 お及び 常 該蜗總 人口に 對 する パ— セン テー デは たの 如くで ある。 

(ョ ー ロッパ 州) 

英本凹 S 八 五、 000 (0 •八) 

】 五 


アメリヵ 大陸 

アジア 
アフリカ 
ホ— ストラブ ア 

計 


ジプラ 八 タグ 

マ瓜夕 

(アジア 州) 
ィンド 
アデン 

•1 J ^ マ 
マレ1 

香谁 

サイ プラス 

(アフリカ 洲) 


四、 0111 と 
一、 こ 11 二 
五 〇 

15 、 一 WO 

六、 五 〇〇 
一、 五 8 
と 0111 
- 二 五 〇 
と 五 



南ァフ^力 蹄 巧 

お 口 — テ シア 
化 口 I デ シァ 

ケニァ ， 

(アメリカ 洲) 

カナダ 

ジャマイカ 

ニユ I ファ ウン ドラン F 

領 •ネ ァナ 

《才 I ストラブ ア) 

才 I ブト ラ リァ 聯邦 


一 〇二、 80 ( 1 • 
二、 〇 二 一 (0 • 
四 二 六 
, 一二 〇 五 

一六 五、 000 こ • 
一、 八 8 (C •• 
二 8 6 . 
ー ミと 

一二 〇、 80 (0. 

】 た 


巧 


二 T •ジ- ランド ーニ、 二 8 (〇 •二」 

义 まなる 都が じ 於け る ユダ 又の々 粟 態を がげ てみ よ， つ 


大 ロン •トン 

マン チェ スタ I 

リーブ 

リヴァ ブ I ク 
バ I ミン ザム 
ニュ— カタ 八 

ブライトン 

シエ フイ— 八 ド 


二 一二 凹、 000 
一二 一二、 000 
一一 五、 08 
と、 五 〇〇 
六、 000 
二、 五 00 
二、 五 00 
二、 一と 五 


(常 該都巧 お 人口に 
對 ずる％' 一 
こ 一 ，ん一 


(ミ 
(五 
(0 
(〇 
( 一 
( 1 


•更 

•一) 

•九) 

•ホ) 

•と) 

•と) 


(〇 •四) 



'ィ グ ニ、 000 (〇 •さ 

サゥス エンド ー、 五 〇〇 (一.1) 

を 後に 比 奮多惹 ユダ 又を ち、 ユダヤを を 筆る ユダ 又と 回を を 信 葦 

る アラ プ 人との 牌に、 バグ フォアー を 言を 繞 つて 幾 夕の爭 閱の巧 ぜられ たる パレス 
タインを 眺めろ と、 ここでは おお 四十 二 萬 四千 一一 一巧 人餘の ユダヤ人が 居り、 首都 エ 
グサ こじは 八 〇、 0.00 人 S •タヤ 人が 郁ボ德 なの さ • 五 バ— セントを おぶ 
して ゐ るが、 掌ろ 一 五、 八 00 人の ユダヤ人の 居住す るぺ タチ •テイク ヴア ヒ 
SOO 人の レ ホヴォ 、五、 八 〇〇 人の リス ホン •八 •シォン、 四、 と 〇〇 人のへ デ 

イラ、 一二、 二 00 人 Q ナザ ニアの 如き 諸が 巿 こを、 装" たる ユダ 又ょり ぶる が ホ 
なので ある。 
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四、 政界に 狸る 人々 

T ゼ レグ •ゥキ ジングは をの 莱 一- 大塞闽 を 支配す る 百ぶ 族」 •を 父の 中で 
「英闽 はを の闽巧 が— し 支持す ろ 靈おの ため •りら 亡び おぎら れ てが ミで あ 
え英阀 の 裳は 過ぎ t 化 まる 时 S 化んだ— に 際れ て、 賣 、ミ 所 
か 菜ぶ、 む璧 等と 懇親、 送を 結び、 慾 ばつた を 事の ため 獲 落」 をを 
でと ノ巧 化せん とが 媳 してが えこれ が おがの おみ 階が の瓷 である」 (ぉす t か 

かみ 香：〕 と 述べ ミろ Q であを、 英闽襄 を か援蠢 政を 害」 とは 何人 

もち 八 巧の G い 所で あらぅ。 

k 九. じ 甘ょ、 •卜院 這ょ、 こいを 達する 資 0 殆を 大部分は 孟 所が ぶと •か、 

諸を かの 巧 巧の 地位を ぉめ 亡ゐる やぅで-ある。 



而 して ユダャ人ら これ 等 巧 族の 中に、 ぶは むがの 方が じと ホ 第に 楼蚀 しつつ ある 
と 云 はれ、 旣じ ヴィクトリア 女王 時代には 逸物と 云 はれた ビ I コン ス フィ— 八 ド 化 
が、 卽も ユダャ人、 ベンジャミン •デ ィスレ リニ 八 eg ;— 一八 八 一) の 如き 人物 
も 出て ゐろ のて あろ。 

常げ、 ス H ズ 運河の 株式の 夕 くを フランスが 所がして るた のでる つたが’ 彼は フ 
ランスの 東が じ 進化す べきを 怖れ、 おじ 一八と 〇 年に 同じく ユダャ人 たろ ラィ ォネ 
^ •ロス チ トィ 八 ド 巧 巧の 金 触 的 お 助を がて、 エデプ ト副王 ィス マィ 八 •バ シャい 
おかお 乏に乘 じてん 運河の 株式 十と 萬 六 千が (查 がまの 五分の 云) を 五が 巧 ぉンド 
で巧收 した ことは 化に 巧夕な 話と なつて ゐ る。 

斯くてを 英 ファシスト 问盟の 一九 一二 六 年の 訓 かにょ ろと、 純 ユダャ あの 巧が は 一二 
十八 人で あ b 、 お ユダャ 系のを 巧は 四十 五乂 、ユダャ人と 炯 がの 脚 係に るろ む热 U 


ミー 

十义 であつ たと 云 はれて ゐ る。 

今、 ュダャ人 側の 公 おする 所に 主つ て、 i リタ ょら 化巧爵 のを 黎を巧 へられて 

ゐろ ユダヤ人を 跟げ てみ ょぅ。 

サ I •ジュリアン •力— ン 
サ— •'ィ I バ—卜 .コ I エン 
サ— •パ— ンヴア 八 •デヴィッド 

サ 1 ォス モンド ■ダ ザ ィク ド户 • ゴ| i ドス ミッ ド 
サ 1 •バ J シ— • ^ リス 
サ I •ジ习 I ジ •ジエ ••セ 八 
サ 1 •ジヨ I ジ •レイン 
サ— •トレシャム. レヴ 71 



iNI •ユ ブ—卜 •レ ゲイ— 

サ I •ジ 3 1 ジ •^ゥ ネス 
サ I •フイ リップ •マグ ナス 
サ— •ライ オネ八 •フイ ブッ フタ 
サ！* レ スプ — •リ チヤ ソン 

サ— •ヘン ブ1 •ロス バント 
サ— •エド ブ I ド •サミ ユエ 八 

サ I •ゲイ クタ I •サブ— ン 
サ I •ダブ リユ I •タック 

ホに 同じく ナイトの 策を を 巧つ てゐる ユダャ人 はちの 如き 建 中で ある。 

サ— •アド 八フ •アフラ イ ムス 

ミニ 





/ 


サ— 
サ 1、- 
サ J 
サ I 
サ I 

サー 

サ I 
サ I 
サ I 
サ I 


フランシス •ホッペ ンハ 
フ えンク •ポリ ッッア — 
アプラ^ ム •レイズ マン 


口 八— 




チヤ I 八ス •口 I ゼンタ— 八 
イシ ド I 八 •サ八 モン 
チト— 八ス •セ ブグ マン 
ェム •スタイン 
八 イス •スタ— ブング 
ア八 八— 卜 •スタ I ン 


さて 茲 で、 講 をの 方 おに 眼を 巧ぐ と、 六な 十五ぶ の 下院 谦 貝の 中で ユダャ人は 傕 


かこ 卜と ぶで あつて、 をの 內、 隻黨じ 所 巧す る 者は 八ぶ でを、 勞 働な のお这 
ろを ホ 駕じ戚 する 者 一 一宗で、 次の やぅな 人々 であえ 
(化 守黨所 短) 

エン •グリュック •スタイン 
デイー •ジョ I 八 
テイ I •レ ゥイ 1 
デイ— •タフ ソシ 

エ I •リオン 义 

サ 1 •アイ •サ^モン 
エム •サミ ュエ少 
エイ チ •タト ラ クス 


(巧 働 黛 所戚) 

ディ I •フランケ グ 
エィ チ •ネ ザン 

ィ J •シン ゥ王八 
エ 八* シ户 キン 
エス •シ 八ヴァ I マン 
デ I •スト ラ クス 

(自 ぉ黨 所頰) 


他 ホ、 上 おじ 揺を 积く 者は 十义 で、 たの 人々 が おなけられる 
レッ デイン グ侯衙 

ビ—ア ステッドす 爵 • 

サミュエ^ 子 騎 

I タト 臾辩 

ジ エッセ 八男诗 
マゾ クロ ブト 臾舒 

メ •八 ケット 男爵 

ロス チ ヤイ 八 ドが 巧 
スウェイ スリング 巧 巧 
サウスウッド 臾爵 


0 


おに 樞密 顧問な には、 たの 四 人の ユダヤ人が なぜら れてゐ る こと も 巧 u じ 値しよ 

ぅ。、 

レス リ— •ホア ベリ— シヤ 
サ— •アイザック •アイザックス 

サ I •マイ ヶ八 •マイヤ— ス 

ナミ ユエ八 芋が 

な卜； は英 閑の 上 魁 部 じ 活動す ろ ユダヤ人 じついて 觀 たので あるが •战 みのぶ がに 
は ユダヤ人は おくば かりじ 少數 なろ を かるで あらぅ。 化に 論ぶ、 ホは 彼等が イザ リ 
スの闲 足 をん もす るには 餘 りじ 微力で あると 云 ふ。 

がしながら、 ぺータ I •ア^ダー グが ± は； イ •キリス 嫌 おで ユダヤ人 处件 につい 
て 巧を ぶす る あは、 娩ど 例外；： ？>< 彼等 ユダヤに 従 筋す る 化 謀 ± のみと いふ 说 じがす 


ろ。 これじ關すろ巧例を舉げれば巧おが^^い。 諫をじ於けるユダヤ削組にがいての 
巧言を 觀 ると、 おにな 近は 娩ん どす ベての 代講 尘は 、をの 所がす る黨の 何れた ろを 
閒 はず ユダヤの 利益 雜讓じ 一致して ゐ る」 とお 摘して ゐ ろので あろ。 

蓋し、 この 网 では 村 じ 政治には 金が 必 .進で あるとは 豫 ねてから をはれ てゐる 所で 
あるが、 进 なじ 於け る ユダヤ人が 假 々、かおで あつても 、をのが 後 じを えてる るユ 
ダ ヤ金權 じょつ て 化 ふが まま じ おお 甘ら るる ことなしとは 斷ぶ する ことが 出 巧む で 
みら ぅ 0 

玻 後に、 政 か 部 巧を 觀ても ユダヤ 系を おは 巧 常 夕歡に 上 るら のの 如 < 、を 巧のを 
巧 ポストに 地 化を わめて ゐる ユダヤ人と しては、 が W ホを ょり、 みいで"^ 木が と G 
つた ナー •フイ リップ •サ スーン (一八 八 八 — 一九 一二 九.} が あ b 、 化の •财父 ァ 八^ 
:卜 は、 上 おの イ** リス 系 ユダヤが 開の 大 なお、 サ I •ヴィク タ— •サ スーン の* 


父 エリァスの 化で あり、 をつ フイ リップ •サス I ンの 诚は户 リのグ スタ ダ •卜 •口 
スチ ャイ 八 ド 巧稱の 娘で あつたの である。 - 

をの 他、 元 巧 巧で あつた 戶 1 バ I 卜 •サミ ュユ八 子爵 や、 前瞻が レス リー •ホァ 
ペリ— シ* や、 現な の 大法せ サ！ ジョン •サイモン も ユダャ人 である。 

五、 余说 巧の 方 巧 

グ 

巧 一み 歐洲大 戰の結 巧は、 世界を 融の 中を して 王が を 誇る ロンドンの 金帮ぉ 

も 巧々 患を 性を 失 ひ、 ホ 巧 じ ニユー •ヨ —ク にょつ て 代られつつ ある やぅで ある 
が、 をれ でも 未だ 侮る ベから ざろ が 力を 持つ てゐ ろ。 

英闲 のを 献 おなる ものは をく ロンドン じ お 中され てゐ るので あつて、 ま づ英魄 化 
.斤が 段と して 中ん じ おえ、 これを 繞 つて 五大が 巧た る ロイ ゾ 、ナシ ヨナ 八 •プロ ヴ 


ィン シア 少、 ミッドランド、 ゥェスト ミン スタ I 、 バ I クレィスの 諸行 や、 を Jo か 
み、 ホ お 仲 巧 人、 < 引を がみ、 をは また マ— チト ント •バン ヵー (倘 人が がぶ) 等を 
なて、 なにを 触 ホ おを が 化すろ。 

典 H 井 お 巧は を ぉ f お阴の 銀行 及を； 削 I の 中で n ン ドン 金融が 巧が 今日の 乂 をぶ 

すに ちつた •肋 因を お 摘し 「 をして 之 等の 人々 の 化て になる、 巡 化 的 精一: 

とお！！ の 天が の 地の利と 巨大 じろ 巧 本 力と をが おとして 今日の 盛大を じしたら いで 
はるる が/」 G 外 じ 之 等の 人々 をを < なかに 巧揽 せしめ， ユダャの 異端ぶ もが 太 利の 
巧 人 巧ら 抱が し、 事 巧 化が の 都市たら しめたろ 事は、 金の n み ホ 媒を作 b たろ 巧 
巧 制度と かおつ て々 日 あらしめ たま 因で ある。 卽 もを 方が じ 直ろ 円かの が 神が ぶが 
せる所大なるを殺め；：？ければ；？らぬ」 と述べ ，おに 「所那、金に、或は n ン バ —ド乂、 
ホは ユダャ人のを おじる ものは、 れ ながを のが ホを お 求し たれば こを 巧 生した もの 



わ 


であつ て、 ホは ヘン リ I 八 世に ょり、 ホは ナ *1^ スー ー世に 仏 b 、 をの 他事 巧に 
加 へられし なか 者の 瞬ぶ じる が 迫 も 化 等を 絶滅す る ことが W ホ。 かつた。 蓋し 化 等 
のが 巧の おみ じ 人と 人との 信用 じょる 化が 細 係が 股が して 巧つ た」 と 論じて おらむ 
る 0 

たしかじユダャ人のを尚^^>閒お、 巧化の毁あ^^ょ述絡こをは、 脚ぶ^^くがかも今化 
け：：； i 族と しての 茜 b を 維持し がる 巧！ 5 であつ て、 难が化 等は がく お 外の 柴 人と 述絲 
あ b 、 經辦 事が にも 述 じて ゐ たれば こを 英阀 の 繁巧 をが らした ので あると 化 はれ 
る。- また かの ナポレオン G 大陸 封が をして なを。 か' しめたの も、 ロス チ トィ ルド 
一巧 問の 密巧 おにな ぅ 所が 乂 かつた やぅで あろ。 

一が じ ユダャ人の 英闽 への 波 巧は、 ゥ ィリ r ム ー世の 時代に さかの ぽる とを はわ、 
ムバー ド 巧の 席 をら、 鉛 行を のが 始者 たる ユダャ 辅 族の n ムパ I ド 人が々 む 口ん 


パ I ド 巧で を 巧 菜を 始めた じ 化る と祕 へられて ゐる < 

さて、 斯の 如き ユダャ人の 金融が じ 於け る 勢力と 云 つても、 聲ろ マ— チャント • 
バン カー や 金銀 ホ 場 Q 义がじ 華々 しきら 0 が ある。 

マ— チト ント •バン カ— (個人 銳 行ぶ) とは 外闽 なな ホ おの 3 なをれ ひ 外阴か 
が 0 网 的の 巧が にもが 助を 典へ るが 力な 株峭 で、 自己の なをを 化て を 業し、" ンド 
ンの W がでは 極めて 大き*‘，* を 力を 持つ てゐ る。 

をして 此の やぅな マ I チャント •バン カ I の 中で、 ユグ卞 系 0 ホ G る ものと して 
は、 巧の 如き ものを がげ る ことが 出 巧、 夕 くは ドィッ 系で をる。 

エ* •エム •ロス チ ャィ火 ド 父子が な - 
サミ ュエ八 •モン タ I ’ キユ府 な 
エム •サミ ュ H 八 巧を 


セリグマン 兄を がな 

エス •ジ* •フュ ットお 含 

巧が 非 ュダヤ 系の ものら か Gb あつて、 例へ ばシュ ロイ ダ—、- ム プロス、 ゴッ 
シュン、 シッフ レイ、 等の マ— チト ント •パン ヵ— も 列つ て ゐる〇 

斯くて ポ—八 •アインチヒは、 阀隙的 じ 里 要な 地 化を 占めて ゐる ものは 巧 かで、 比 
較 的に ユダヤ人の 勢力 ある 所は ユダヤ人 じして 金銀 市吗 0 みで あらぅ と 述べて ゐ る。 

を こで 金銀 ホ 場の 方面を 觀 ると、 C スチ トイ ルド ー門の 外 じ サミ ュ ュ 八 •モン タ 
I ** ュ拘な L 」 か* モヵ ッタ •ゴ I ^ ドス ミッ ド おを の ごとき ユダヤ人 のらの も々. 〇、 
他方、 シヤ I プス •ウイ 瓜 キン ス拘 を や、 ジ 3 ン ソン. マッセイ がを、 ピック スレ 
I • r べ^ 巧な の やぅな 非 ユダヤ 系の ものが るつ て、 いづれ も お 朝卡一 けに ロス チ 
节イ片 ドの 審巧 巧に 化ょ つて， 金の 値 巧を かを すろ ので あろ。 

一一! た 


ーゴ 八 

ホの 內で サミ ュユ八 •モン タ— .ホユ 巧な の 如きは、 これを ホ宰 する ぶは ユダヤ人 

タゥて ィス リング 卿、 卽も スチユ ア—卜 .ァ八 バ—卜 •サミ ユエ 八. モン タ 1,* ユ 
であつ て、 义を Q 収締 巧に も 工^ン スト •八ィ •フランク ブ ンがゐ るので ある 。こ 
の ユダヤ人 もを の 巧は 巧 一代 スゥ H ィス リング 卿の 娘、 ヘン リ ユッタで ある。 

かやぅ じ 金融業 ホの 一例を 供げ て もを の 嬰 所は ユダヤ人の 近親 おによ つて 阅 めら 
れ 、然も かがとの 關 聯が密 巧で あつて、 驚 < ベ S 」 勢力を がする ことが かられよぅ。 

次じィ •卞 リスに がいて、 1, 銀む の 銀 巧-と 宏 はれる 奥喊銀 巧を 眺めろ と、 ここの 
總 巧よ ユダヤ人 たろ モン タ 1,*ユ •コレット •ノ八 マンで あり、 一九二 〇 年な ホの 
おきに 巧つ て動賴 して ゐ る。 

英瞄鉛 行は 一六 九 四 年に 削 立され、 现 事な と總 栽と 削 總敍が これを 化絲 つて ゐる 
ので あつて、 おかでは 千 四百 五十 巧おン ドの 資本金を れつて ゐ る。 この 鉛 行 は 二 


が餘 ぶの 巧 ザが おり、 これ 等の 巧 事に よつて お媒 及び 别總 戴が 逃げれ るが、 ♦现 事に 
は ロス ナ トィ 八 ドの 一巧が 巧な 夕數巧 ぜられ てゐる ものの かく、 巧 かも ノ^マンは 
ニヶが を 煤 則と すろ 巧の 巧 期を おを じが 破つ てゐ るので ある。 

化は な 前には シップ レィ 巧を の パ I トナ I - ^ して 巧 動して ゐ たが、 をのな、 該銀 
巧の 副 お 巧と な b 、 總巧 ヵンリフ 卿の-化すろ とかじ、 始めて 之 じ 代つ て お 載と。 つ 
た。 ジョン •ザ ンサ I によると、 金 规問题 を 化が ふ 才能に かけて は 銀け でも 化 のん 
じ 出ろ ものがない と 云 ふ。 

が 曲 鉛 巧は をのの 巧を 詳細に 巧 衣せ やして 濟 わと 0 巧 許が あ b .、 が 記 巧に もな 0 
を おな なく、 大族 巧の な 巧 外じ駐 かれ、 一 おには ィ ** リス 化府が 株式の 大 乍を 所が 
して & ると 云 はれて ゐる けむ ども、. げ 際は 巧 隙 金 规に關 が ある 人々 によつ て お巧ク 
れて もる と ア^ダ I グ巧 ± は ホ おして ゐ る。 

コ •化 


四 0 

を 後に ここで 五大 銀 巧 じついて 述べて みょぅ。 ア火 ダー グが ± にょると、 ホの 如 
く ユダャ人が をれ どれ 巧 巧の 地 化を 占めて ゐ ると 云 ふ。 

ロィ ゾ 銀行 (資本金と 千 四な 萬 ポンド) 

ビ I アス テッド 半 巧 

ナシ ョナ 火. プ n ヴィン シア 少錫巧 (々本 金 六で 笛 ポンド) 

サ— •ヴィク タ— •シャ スタ I 

ミッドランド 銀行 (を 本 金 四千 五な 二十 萬 ポンド ー 

サ！ •ア 心バ I 卜 •スタ— ン 

ゥユ スト ミン スタ— 銀行 (を 本 金 一二す S 百 巧 ボンド} 

ゴッ シェン 卿 

■ 

サ I •ジョ I ジ •シャ スタ— 


バ I クレィス 銀行 (資本金 二 千 萬おン ド) ， 

メ 户ケツ .卜巧 巧 

斯の如くして、 ィ术リ ス のを融巧では、 特に マ — ン ト • バ ン カ —としての方 
面で ユダヤ人の 活動は 大な ろが 如く、 おに 金銀 市場の 方面は 一 浴顯袭 なるべし と 拠 
られる 0 

W • G •マ— チンは 「英闽 の ユダヤ人 阴 題」 の 中で、 世が の 二 大金 淹阀 たるが ア 
フ リカと ソヴィ H 卜硫 邦では、 をのを 地は をく ユダヤ人 じ 支 おされて がり、 例へ •は 
ジヨ とか、 バ 火ナト とか、 ビート 、ウ 八フ 等の 人々 はんべ て ユダヤ人で、 をの 
ホをから 販 質まで も 一巧して 支 おして ゐ ると 云 ふこと が 出 ホろ し、 この 點で 、金に 
がる アメリカは ユダヤ人 によつ て 左 ホされ ると 云 ふ も 差 支へ ない と 論じて ゐ ろ。 

南アフリカでは 金、 ダィヤモンドの 採 稲に 化 巧す るみ 社は おんどん ベて ユダヤ人 


の ホ 中 じなる とを はむ てゐ る。 彼の お アフリカ のな 銷 王と 稱 せらろ ろ. サ— •ユプ • 
ベイブー ら ユダヤ人 であり、 ’J れ等 ユダヤ人の 動き こを 南アフリカの 動向を かを す 
ろら の ともをへ ろで あらぅ。 

巧、 をち 巧 口にが ける ユダヤ 支 K 

(イ) 述 ：：^ 及 巧が 事莱 

イゲ リス Qa イ テ八述 社と、 ドイツの デイ I • ユ ヌ •ビ —述侣 かなび に フラン 
スの アゲア ス述； ：；； E かとは、 ヨ — a ッ パの S 火 姐：：； 3 かとして かられて ゐ ろ。 

ロイテ 八 姐！ 一3 化は 父の 义を 八— ター とも 云 ひ さな ろら イキ リスの 脚み 的'^ 巧 W 
たろ かの 如 お 力が あつて、 义 分に イ’* リスの。 色 おが 巧が で、 外 巧な 媒 にも 甫お 
なにが をが じて ゐ る。 



この 通信 杜は フランスの ァ ヴァス や ァメリヵの ユ— ナイ テ ド •プレスと か ァツ ソ 

ンエ— テ ド •プレス とら 速 絲が密 巧で、 第一み 大戰 常時 じ 於いては 化が の 通 おおを 
一手 じを の 掌中 じ收 めて ゐ るかの やぅで あつた。 . 

處が この ロイテ 八 通 倚 化 こを ュダャ 义 ャコブ •ョザ ファ I 卜のポ I 火 •ジュリァ 
ス •ヴォン •ロイ ブ^ (一八 一一 一—一 八 九と) じょつ て パリに 削 おせられ、 一八 五 
一年に。 ン ドンに 本が を 移された もので、 彼の 巧 機ぶ へ 作 バ—卜 巧 巧は 一九 一 お 年 
じ 巧し、 をの 後サ— •ロデリック •ジ ョ—ン ズを經 て、 今 口では F お 謀 U の サミ ュ 
H 火 •スト— リ I が おがを 採つ てゐ ろ。 

昨年と 巧 二十 九日、 同 かの 通 倍 U ユム •-ジ H I •コックスの 円 巧が かは ホ だに 巧 
々の 耳 じ 巧た；：^ ところで あらぅ。 

ホに ホの n イブ 八述 おか じょつ て-ー ュ—ス の 供 おを をけ て ゐる谦 巧が じ 於け るュ 


阿の 

ダヤ 人の 巧 力を 进 つてみ ょぅ。 1 
、イザ リスでは、 巧规 巧には 一二つ の 大きな グ T プが ミて、. なじ 时 巧の 巧剛 のと 

十 正 パ— セントを 支が して ゐ ると 云 はれる。 

一二 大グ T プ とは、 •テ メ t ク、 イヴ ニン ご ニ ユ - 义 、サン デ 1 一； 

こ ツナ 等の 諸 新聞を 證 とし、 ロザミア 卿 (先代は ノ—ス クリフ 卿の ホで、 一九 
四 〇 年 十一月に 物な しごを 語と 仰ぐ アツ ソシユ ，テ ド かで を、 をれ から テ— 

ミ •テレグラフ、 T ニン グ ••ホスト、 マンナ エスタ 1 ザし デイ アン、 デ— リ 
1* テイ スバ ツチ、； レ テイ ツク •ニ ユ—ス 、サン デ— •クロ ニク 八、 ス •ホ— テ 
イング •ク 。ニク グ ニム バイ：- 二— ス 、フイ ナン シア 八 •心イ ムス 等を 機 脚 
とし、， v -家や ケム スレイ 卿 や、* ヤム T ズ卿 ミ？ 支が されろ アラ イド か 
が あ， 〇、 史じ また-ー ユータ •クロ-ー ク少 、スタ ー 等を 巧 わし サ— •イ ー ' I 卜 \ 



グロ トリ アン じょつ て おがを 巧け てゐる プロ ゲィン シア^ 社が ある。 

巧の如き諸巧巧の中で、 デ|リー • メ1八は 】 八九六年に创刊となり、 今日では 
二な 筋 部の が 巧を 見て ゐ るが、 然 かもな じは ロザミア 卿の 外に、 ユダヤ人 としては 
ロス チト ィ^ド 若しくは 船 化 金で ある サ— •ジョン • H ラ— マンの 如 人物が 巧 後 
にゐ るで あらぅ とのが が あろので ある。 

父 デ I リ 1 テレグラフ がは 一八 五 丑年に が 刊 さむたら ので、 をのが り 部 歡は五 
/ 十 街 部に 及ん てゐ るの て あろ か もと ユ タヤ 人 ジ H — •レヴィー にょつ て乂 をぶ 
すに まつた もので あ b 、 をの 化 ベリ— ぶじ 雞り 娘され たが、 ここ じ ケム スレィ 卿の 
子な が ラィオネ^ •ロス チ ヤィ 八 ド 巧 巧の 娘と 結视 して ゐ るので、 常が このが 閒に 
は ロス チ ャイ 八 ドぶ の 勢力 も 加は つて ゐ ろと 云 はれて ゐ る。 

をれ から ニ ユ—ス •クロ ニク 八 紙は、】 乂四六 年 じ削刊 され、 おにが む 部 おな 五 

巧 五 


阿ち 

十 巧 部で るり、 自由 黨 のな 關新 脚で も ある。 首腦 には グ 。トリ アンが 据 うて ゐる力 
この 新閒 はがねてから ナ； の排 ユダヤ 寡を— して ゐ をら、 或は ユダヤ 幸 
あらぅ かと 觀 るを も ある やぅで ある。 

がるに 右の 一一 一大 グ下プ の ルに、 かほ 才— ダム： プレスの 一が が ある。 

,•1 こを 正 じ ユダ 又、 サゥ K ミ •卜巧 S 蓋て せる もで あつて、 T リ 
1 ヘラ 八 ドち、 ピ— •フグ とた スポ— テ ィング •ラィフ、 をの 他 幾夕の 週刊が 
をも赛 して ゐろ Q であるが、 を々 け、 デ— ッ 1 ヘラ； は巧鬟 の槐關 新が 
であり、 一九 一二 年の 创刊 で、 垢行 部 お幸講 、外 夕鹽 の通窩 じは T •ィ 

1 スタ— マンと 云 ふ ユダヤ人が 提 えて ゐる 

かや ，っじ、 ユダヤ 系 Q 色彩 S も 明を な も S 才 —ごス •ご； 一幽 であ 
b 、 がか も 先代の ブー •ジ •ン •ユラ I マンの 助力 も あつたので あるけれ ともを 



の他ビーヴ ァ—ブ グ ブ ク卿の主宰するデ |リ|« エキスプレス も見选がす ことは山 

巧ね。 

この 巧 巧は 一九 〇〇 年の 巧刊 で、： 白 萬 部の お 巧 部 おを 持つて 居り、 ホ 筆は ユダャ 
人た るァ — ^ •プグ I メンフ H 八 ドで をつて、 ビ —ヴァ I ブグ ック嘟 もまた ユダャ 
人た る メ^ ケット 巧 巧し」 は 交ぶ 密な るが 如くで あると 云 ふ。 

(口) 映 冀事榮 

ィ •キリスの 映を 净 業が おんど 世界的 じ满步 して ゐ たのは 第一 次大戰 までの ことで 
あつた。 

卽ち 第一 次大戰 後に 及ぶ と垂く ァメリヵ にょつ て 世界の ホ 巧を 務 はむ たかの 如く 
で、 ィ* * リス自 みすら、 映を の 八 割までは ィ •キリスから 輸入す る始 未で あつた。 

を こで 一九二 八 年 じは、 上げす る 映を の 約 二割までは 必 す巧產 品を なて すべし と 

.. 四 セ 


巧 八 

の 法げ が 現 はれ、 次いで 監がや 俳 俊を ァメリカ や ドィッ、 フランス 等の 諸 阿から が 
いてな速^^巧おをおて今日じま つ てゐろが、 朱だァ メ リカ の映灑と比較するとみし 
く阅 瞬が が 乏しい やぅで ある。 

かじ をれ だけに、 义 この 闽の 映遥事 菜は、 ユダヤ人 のむ わすろ 映 谁の闊 T メリ カ 
のを おに 采 乎る 所と もじり、 現 狂では ァメリカの ユダヤ 巧 本に ょるげ 遍 なが も ホれ 
ばィ ブス 系の み 化 も ある。 

巧へ で パラ マウント •ブブ ティッシュ や、 フォックス •プリ ティ ツシュ 、ウオ I 
ナ— •プラザー ス 、ファー スト •ナシ ，ョ ナル 等は 前者に 化し、 ゴ— モン •プリ ティ 
ッシュ 、ォ デォン •シァ タ I 、 ァッ ソン エ I テ ド •プリ ティッシュ 等の 諸な がは 化 
まに 戚 し、 然も 夕< は ユダヤ人が ぞ腦 とじつ てゐ ろ。 

この 中で ゴ I モン •プリ ティッシュを かは をら が 力 G もので、】 九 一 凹 かに フラ 


ンス •ゴー モンな 化の 支れ として 出來 たもので あるけれ ども、 こむ どボ— ランド か 
らィ ，キリスに 到 ホした、 一八 八 九 年生れ の ユダヤ人、 ィシ ド I 八 •オ スト ラー をが 
長に、 父を の 兄 かの マー ク •モ I リス 等を ぶな として 經替 され、 新 巧の プリ ティ ッ 

シュ •ィンスト ラ クシ ョナ少 や デンマン •ピ クチ ウス、 イ レクト リヵ 片* 

フ ォノ •フィ 八ム 等の 諸を 化を 巧 系に 從 へ、 多くの おを 映を がを も 所 巧して & る。 

次に 八十 お 餘の映 茜な を 持つ オ デオン •シア タ —はゴ I モン •ブリ ティッシュと 
のな 问計苏 の增も あつた やぅで あろが、 をの かを は 一八 九 ニー 年 じバ— ミン ダム じ 生 
れた ユダヤ人、 オス ヵ— •ドィッチ エ であつ て、 巧 巧の エム •シ 少ヴア I ストー ン 
も ユダヤ人 てるる。 

フィ 于ン シア 少 .ュ ュ—ス の 報 乎る 巧に ょれば、 最近 ニヶ 年の ゴ— モン. ゾリ テ 
ィツ シュ やオ デオン •シアタ^ アッソ シエ— テト •フブ ティッシュ 等の なかの 

巧 九 


巧 利を (巧额 控除) は 左の 如くで ある。 . 

(一九 四 〇 年) (一九 一二 化 年) 

ゴ I モン. プリ ティッシュ ニニ ニ、 六 〇 八 おンド ニ 九と、 S 八と ポンド 
オ デオン •シア タ I 一九 八、 丄ハ ー 八 間 11101 二、 六 六 八 M 
アッソ シエ-- ド •ブプ ティッシュ ニ ー ーニ、 丄 ハ】 四 同 六 二と、 と 五一 同 
(、ィ ) その他の 企業 

まづが 狐?- ik の 方面を 觀 ると、 シュ^ 運を 巧みな かが 摄 もを 力で ある。 このな 祉 
は】 八 九と 年に を 本 金； 円 八十 萬 ボンドを なて ユダャ人、 サ— •マ— ヵス •サミ ュエ 
八 (一八 五 S 1 一九二と) じょつ て 設立され たもので あるが、 この 裏が じは ロス チ 
トィ^ ド 家の 夕大 のが 助が あつたと 云 はれて ゐ る。 

シ王 ^.とはつまりちなのをかで、 をの巧巧たるが爲じこの夕があり、 か夕のお仙 



みなの 持 巧を 社と なつて ゐ る。 

このを 化と、 他方の、 ロスチャイ^ド のか ネ じよ b ヘン リー •デ タ—デ イングの 
手に よつ て ホれ た オランダの ロイャ^ •ダ ッチとの 角逐は 巧ぶな もので るるが、 一 
九 〇 七 年じ贿 をは 並立の 形で な 併の 運びと なり、 フイ リツ ピン、 マレ I 、 タイ、 イ 
ン ド、 メキシコ 等の 幾多の 石灿 を 社を 支酣 して ゐ る。 

斯くて マー々ス《サミュ ユ八はビーアステツ ド卿となり、 子綺じも列せられたの 
でる るが、 彼は また ロンドンの 執行せ やホ按 にも なぜら れ た。 

今で け 彼の 事業は をの 子ウ オ八夕 I •ホ レ I ス によつ て 機 承され、 同化のを 役に 
は W じく ユダヤ人の サ— •ロバー ト •ウユ I リ— •コ IH ンも 見出されろ。 

次にががを。萊がではか闻7化ヶを エ^一^をもい光ってゐろ。 このを社はィ，*リ スな乂 
の 軍需を を でら あつて、 サ I •ア八 フレッド •モリッツ •モンド (一八 六 八 1 1 九 


一一 一〇)、 卽 もメ； ツト 卿の 手に 主る プラナ— •モンド、 ノ— ベ； 業フリ テン 
染 巧、 合同 ア^ ヵリの 四 社な 同の 所 ホで あ り、 一つの コンツ* 八ンを 作成した のは 
I 九 二と 年の ことて あつ vi 

現 化では な 巧 如へ ンリー 巧爵が 支配して ゐ ろが、 化は また 上院の 一 U であ b お 

炭棠 じら 關 係が あ b 、 バー クレィス 銭 巧、 ヵナダ 网瞭ニ ツケグ を 化 ノレ スタィン 

霜 奢冀奚 f も 兼ね ミえ 丫 ご 火 •ゥ 年 ジングの 述べる 所 ミれ は 

•セツ トラ ンド 仅やサ 1 ジ3 ン •サ i ンは家 窝化軍 策み 社の 大望— る 

と 云 ふ。 

ま 二が^!:^ の 方が では サ— •ジョン •ユラ I マンの 勢カ グ 大き L 
ィ TS 诲運界 では ピ ，• T 至。 ィ； •メ —義 、ホ： 系な びに ユラ 
，こ 系が 王者と して 抱んで ゐ るので あつて、 一九 一二 〇 年に 沒 したる 先代の エラ 1 


マンは 能 < 1 代で 今日の 某 礎を 榮き 上げた ので ぁろ。 

彼の 遺 產は正 じ 華客す 八 萬 掌を を W 。 ホン •卜 で、 この 寞 おを 

巧始 した 現 常 まの ユラ I マンは 千 八 巧 萬 ポンドの 課稅 を支拂 つたと 條 へられて ゐ 
ろ 0 

今や ユラ I マン 系の 船舶な かは な 計と かで、 をの 所 巧 船舶は 巧 一二 十五を 凹 

巧 四すな 六十 六總 がで ぁる。 . 

现蒙 ユラ-こも 父 じ f ぬ 傑物. い 如ぐ で、 ユダャ 的な •第の 才 がを、 檢逛 

楽 や 出版 菜に も おなして ゐ る。 

をは ィ Ts 讓巧じ 護して ゐる ユダ 又の ほん 0 一望 窺つ たに 過 ざ。 

いが、 この 他に も、 巧險 巧に 於いては、 アラィアンス •アッ シ ユア ランスな がに を 
すろ ロス チ* ィ产 ドみ がめ b 、 を 巧 品 H 菜では、 ホー ム •ユン ド •コ 。ニア 八 •ス 


トア —ズや リプトン をれ じ おする サ— •ジ ョ—ジ •シ * スタ— が 居り、 ゥ ブ— 
スじ 次ぐ お 一巧と して マ— クス •ス ペン サ—が あり、 おじ また チ ユ—ン •ストア I 
の 巧 本 お 額の 八 分の 一までは 剛ら かに ユダヤ人 0 巧 かする 所と 云 はれ、 か舉 にいと 
ま；^きが應であつて、 今ではこの阁0基雖を業は渐や<衰退しつ つ つあるとは云ひ 
ながら、 ィ ブスが 能く 世を 站 ホの 工業 闽 として 化 巧の 寫を 吸收 する こと レ 出 ホた 
のも、 ユダヤ人じ巧ぅ巧がみ；^ぐじいであらぅ。 

モ 、支が のサ K — ン巧巧 

お史夕 の觀る 巧に ょると、 ユダヤ人 はもく 巧の 時代から 支那に 巧り 住んで ゐ ると 
ち ふ e 

と b 分け、 お 脚 巧の ユダヤ人は H 十く から 支那 じ 結び 附 き、 かの 術 制改ボ もがは ユ 



ダャ 人の フレザ リック •リ ー スロスを 中む とし、 ユダャ か 間の なの ま/' じ 動かされ 
たもので あつたと 云 はれて ゐ る。 

今では イ * キリス 系の ユダャ 則峭 のち 頭た るサ— •エリアス •ヴィク ター •サス I 
ンは 同時に 世界的な 大 が 閲 でぁ b 、 支那の 大 立てを でぁ b 、 支那に 於け る-— ドン、 
エズラ 、 r — ノ ドの ごときが 間の •中 じ おつて】 段と 頭角を あはし、 「柬 ホの。 ス 
チ* イ^ド' 1 G ぶが あるので ある。 

彼は 巧に おが 權の支 おまで ぁみ、 法 おの 支が おでぁり、 浙 江が 脚の 後ろ 械と 觀ら 
れ ており、 贵 近は インド 支那 お 米の 貝 占めに ょろ 對日 攻勢 も 巧に 上つ たが、 一昨年 
のと 月 一二 十】 日には 「ホノ 八^ •ク リッパー」 號で ユユ— •ョ —クへ 渡ら、 同地の 
巧 聞 記者 阐 とのを 見の 席上で、 人口 巧 刹の 日本は 必ら乎 や 南 ホを 側け 口と して 逃ぶ 
であらぅ^ 警吿 したと 報ぜられて ゐ る。 

. 五 お 


彼は 父 同年 十 巧 十九 日には ィゲ リスの 戰 けな 金と して 巧 巧 ド^を^ 附 して ゐ ろの 

であろ。 

ホ も 彼の アメリヵ じ 於け ろ 日本 緋 誘を なて 直ちに 化 支 ユダャ人み 馈の销 と 巧へ る 
ことは 出 巧ない。 例へ ばエム •ス ピー八 マンは 「u*p ぶの 報 乎ろ サス— ンのお U 
获 言は 垄ぐ倍 やる 事が 出 巧。 い。 ながに も 同が な ことがあり、 サス —ンを 大いに 迷 
惑 がらせた ことがあ ろが、 今一: ら 恐らく 何 かの 問 違 ひで け。 からぅ か。 何れに して 
も 巧々 化媪 ユダャ人が B 本を 心 か ホと し、 難民ら が 上海に 到将 してな 來 なけた 數々 
のが 講じ 對 しては ム から 议 謝して ゐ る」 と辯刚 して ゐ ろと 云 ふ。 

(巧 W 巧 巧、 明か 十五 お セリ#、 西 化 示が 巧-- ョル なが) 

巧 も あれ、 サス— ン财閒 が 經濟的 じ 支那を 支配しつつ ある ことは 事が であつ て、 
旣じ をの おがが はか 十な 元 じあんで ゐ ろので ある。 


この サス —ン ぶなる ものは、 茲 くは スペイン をを はれて サロニヵ じ 主を した ジョ 
セフ •ベン •ソロモン •ソス シャンに 迎ぼ -〇、 化は 又 第 十六 世が に バグダッド にが 
住した ので あつた。 

斯くて 一と 九 二 年に 一が 人の子と して バグ ダット じ 生れた の不 デヴィッド •サス 
—ン でる つて* 金融 や資 なの 事 莱じ從 事し、 一八 S 1 一年には をの 本 機を バスラに、 
.次いで ボンベィ じ 移して デヴィッド •サ スーン 巧な を 削 立し、 阳片 のが おを 一手に 
行つ た。 

をの 支 巧は 力^ヵ ッタ 、上海、 が 巧、 を 诞等じ 設けられ、 をの 巧 動 おがは な 崎、 • 
横が、 ィンド、 支那 等じ恪 がろ もので あつたと 云 はれろ。 

この デヴィッドが 卽ちサ ス—ン ぶの 始祖と して 一 殺に 觀られ てがら、 化には 八 人 
の 夕子と お 人の 女子が あつて、 これ 等の 子女が 各地に か 敵して、 なにな 日の サス I 

.毛 



ン が 閱をお 成す る 端が が閱 かれる こととは なつた ので ある _ 

•S 

今を のぶ 系を 略訪 すれば 次の 如ぐ であろ。 


一 I ア^バ I 卜| 
j 二八 一ぶ I 一八.. 交 


1 ジェイ コフ 

(一な 八— 呈交 

I ェ リアス エド プ I 

(一八 一九 丄寞一 (一を 一ニ ー 互 巧) 

デ ゲィッ ド •サス —ンー ( 一 査 千-互 頁 
こと 九 ニ ー 】 八 六 H —サ ス—ン (云 ニニ 11 畫) 


.エド ツ — フイ リツ フ 

(一八 奚— 一九二 一) こな 八— 妄一交 

•ィ こ — 1 户 


— 八— へ ン^ 

― ■ァ —サ 1 ( 

— ア*— 口 ， S ( 
j —— ソロモン ( 
_ — フレデリック ( 


をぶ 一 完 至) 
诗〇 —一 九 一二) 
八 四 111 九专) 

を 11 る 四) 
:舊 一丄 をち 


.ゲイ クタ I 

二を I ) . 


# 


右の 內 で、 デヴィッド •サ スーン のを 子で ある ア八 パ— 卜 •アプ ダラ— •デ ゲィ 
ブド •サス I ンの 系統が 卽 シサ ス—ン 本 ぶで、 ア八 パ— 卜は デヴィッド •サ ス—ン 
巧を の 長と して 父の 業を をけ 機ぎ、 をの 化 ボンベィの お賊 や慈蒂 事業 じ も 誰 力す る 
巧が 大きく、 從巧爵 にも お 甘ら れ た。 - 

た 彼の モユ ド フ—ド •ア^バ— 卜 •サ スーン はか 界じ乂 b 、 下院 講巧 として 巧 
動した。 ユドヮ I ドの 妻は 旣じ第 四 巧 じ 於いて 述べた やぅに、 バリの n スチ ヤィ 八 
ドぶ からが した もので あつて、 この 問に 生れた サ I •フィ リップ •デヴィッド •サ 
スーン は 英阴の 化を 次を とな b 、 ± 木 巧と なつた 人物で あろ。- 
處が この フィ リップに はす 供が だく、 をの 化する や總 が； 白 九十 凹 巧 六 千 八 巧 乂十 
二ぉン ドに 達する 彼のを 產の 大部分は 社み 事 菜を の 他 じ 巧 典され、 巧り の 一部分が 
彼い が、 レ— ディ I •シヨ モン デ プ| じ 謀られた ので ある。 

五 化 


、 g 

斯く のかく サタ I ン本 ぶは 寧ろ 政 巧の 方面へ-とみ 第 じ 進出して 巧つ たわけで あ 
b -、 サ スーン ぶの 始祖 •テ ゲィ ッ ドの 次 巧、 サ— .エリアス .デヴィッド. サ ス—ン 
じ 始まろ 巧の々 をの ホが が 業 おじ 伸びて 行つ たので ある。 

ユ ，アス はサス —ンタ の內で 支那に 渡つ た瓷 のをで あつた。 化は 一八 四 凹 年に 
ょ 父ょり 離れて ぷ难や 上海に デヴィッド •サ ス—ン 巧な の 支 巧を 開設し 锋 つて 一 
八 六と おじは むら E •い •サ ス—ン おな を剑始 し、. これは ボンベィ じ 本 巧が が あつ 
たが、 上 おやぶ 诞 にも 支 化を 巧す る もので をつ た。 

また 化の 子 ジュィ コブ •ユリア ス •サブー ンの 巧耀は 父に 勝る 目な ましき ものが 
あつて、 支那で 事業を 摊 張した 二とは 勿論で^ るが、 おじ 西 ィンド® 綿業閒 おじ も 
貴がした巧がみ^^く^^ぐ、 をの從業肖は 】 萬五千人とがへ られ、 その他、 パ レ ス タ 
ィン や ィンドで かお 事業に も 奔走し、 一九 〇 九 年には ナ M 卜じ なせられ たので ある。 


この ジェイ n プの巧 後は、 巧の ユドヮ I ド •ユ リアス •サス I ン じよつ て 事萊を 
引き 僻 がれ、 現が では H ドヮ I ドの 子で ある サ— •エリアス •ゲイ クタ！ サス— 
ンが當 まで あり、 サス I シ が 閒 のが 袖と して トー 海に 巧 臨して ゐ ろので ある。 

なじ 現 巧の 上海には 同じ サス ーン 系の デヴィッド •サ ス—ン おな (木 店は" ンド 
ン) と E • n •サ ス—ン 巧を (本 巧は ボンベイ) との 二つの 支 巧が がする わけで あ 
ろが、 卡_ 地 巧 巧 や 巧み •不動 產 のを 现等 じ當ろ 前を は 支那 語で (ち沙 お) と 云は H 、 
巧 際念融 投資、 サス— ン闽の 不動 ホを 现 等を 行 ふ 後を は 「巧沙 遜」 と稱 へられ、 肺 
して この 兩 おを 統巧 する 本部は n ン ドンの プリンス 巧に 嚴 かれて ゐ る。 

エリアス •ヴィク タ！ •サス 1 ンは 一八 八 一年に ョ— クシ トイ アに 生れ、 戶 U I 
が、 ヶン ブブッ デ 大巧の 出身で 第二 化の 從巧 巧で あるが、. をは 不〇 かで あら、 二-門 
五卜 がに 皮ぶ が 的の 巧 か あとして 務 巧が にも かられて 巧り、 をのな 难：， * 巧な にはを 


六 一 I 

肉 か ホ、 が 巧〇耍 人が 巧 まること をな て巧义 である。 . 

一 傲 じ ユダャ人は 五十 年を 一期と してむ がを •わ ふが 鼓 おの 二十 化ヶ 年間は がら 
お 巧 讽 であつ て、 な 半の 二十 五ヶ 年が 巧 化 期で あろと 云 はれて なる 

サ ス—ン ぶが 支那に おを すろ じ まつた のは、 一とと 年に を 姬化般 のなか 化に な 
いて 設 ぶされ、 常時に^つ T 留 S 、 保險、 f の盏 じ— く 進出」 てを 巧 
の ァーノ I ^ ドぶ 弟が かが 爲替 のな 敵。 錢 動じ 遭つ て 破を に脯 する ことと じり、 お 
にサ 乂 —ン 家に 救助を ホめ たのが 動機で あると 云は わる。 - 

ホいでナスーンぶは 一 九二五年には地をの贸おやお费、 金融等を巧お巧目とする 
遠 墓 司を、 一九二 六 年には 力七ィ -5 言、 一九 一二 〇 年には 中 阀阿陈 むを 託 
な司を終を乎る ことと^り、 斯ぐし て次第 に支那の經辦がじ步を^^^め て巧 つ f 
. 一九 so 年に 設立され、 巧 灌じ本 巧を ’ P ン ドン、 L' 海 ボンベィに 支な を 持つ 


サ ス—ン •ご キング こ- •ホ レ— シ "ン (か 遜 銀ち はサ T ン搞む 赖り键 
關 では ぁを か、 薄 銀行 や 香 堂 叢 一れ S が 行と」 てゐ ると 云は むて ゐえ 
斯 樸にサ TN ぶは變 に 支那の 雲に ホを 染めて 一れ つたので ぁるけい どら、 つ 
とめて 堅. ななろ むまを 墓び、 巧」 萬囊 のぶが に ま 力を 等ら のの かぐで ぁ 

ろ 0 

今や ナ手 N 韶 G 資產は 一二 十 雙と雙 者ら をり、 爭奠え 誰も ぁる も 
か 來のィ て 系 Q 支那に をる 大抵た る怕 かが 行 やま 擇ら遙 かぶに 化る 

やぅで あろ。 

今 ここに サ K I ン猫 Q 攫す ろ 主 G るみを を發 すれば 左の 述り でぁえ 

'(ィ .) 投 なち おを 化 

巧 羊 銀 公が . 



中 閑 巧 巧む 巧 信な 公司 
中 巧が ホ おを 公司 
上 おけ •沾 公司 
(り 一 的 巧む 資 終を なを 
華が ホ 巧 
準が 飯 お 
- H お逛 船が 
おお 木 行 公司 
中闲 なか 巧が 公司 
( - ) なお お 巧を か 
中 かお 業公詞 


安利が 巧 

(二) 巧な 關 係な 化 
萊 がを 词 
茂 おを 司 
なお 巧が 行 
淹巧 期" i 公司 
おおかが 巧 

が 上は ナスー ン § 關の大 嬰で あるが、 ここに _ 九一完 年と パー ー 下-一日の 一三— • 
クが 園を 引で て、 ナ！ ユリス •ゲィ クタ！ サ T ン の-支那 塞に 關す 

るん の 如き 談話を 巧げ ろ こと も 興 ホが あらぅ。 

『化が 惦 勢が 裂が の やぅで あれ， け、 おし 予が 日本人で あつたと しても たお りこの 



巧 逸すべ から 乎と 考 へたで あらう。 日本 阴 民は 目下 巧闽 ふが 燃え おつて ゐ るから わ 
れ われと しても 當分 日本 単に 逆らつ てむ 動す る ことは 出 ホない。 われ 等は^ しろこ 
の 席 日本を 憤が させ；^ いやう じ 巧 力す る 必要が あらう。 このな 化で 米 闲が述 か條か 
を 突かが 案した ことじつ いては 恐らく 米阴 々內 じを 異論が あつたら うと 化 はれる」 

八、 巧 表め 人 おのま 巧 

、 i 政治 巧 

サ— •ア方 フレプ ド •アイザック •アィザックス (一八 五 五 一 ) 

ォー スト ラ リアの メ火ポ 瓜ンじ 生れ、 メ八ボ 八ン大 をの 法が 巧の 出み である 。 I 
八 九 S 年には ヴィク トブア の 檢事次 おとな り、 绍年 じは 檢聲總 おにが 進し、 おじ 一 
九 0 六 年 じは 鼓 商な おのが 事と Gb 、 進んで 一九 一二 一年には 才— スト ラ リア 按朽と 


なつた。 現 巧では 惧密が 問を じ 巧ぜら れてゐ る。 

サミ ュ H グ 子爵 (一八と 〇 — ) 

(户 —バ I 卜 •少ィ •サミ ュエ 八) 

生粹の n ン ドン 生れの ユダヤ人で ある。 

エド ゥィン •サミ ュ H 八の 乎で、 哲學 者で あるが、 寧ろ 政治家 どし： ぶがない。 

をが 自か 歎な として 謀を に乂 つたのは 一九 〇 二 年の ことで あるが、 や シて嫉 を 代 
まする に 至つ た。 

一九 一六 年と 一九 一二 八 年の が 度に 直つ て 內巧じ 任ぜられ たが、 をの 化、 英闊が 計 
を 巧のを なや、 バレス タィン 商 等 巧 おを にも 巧 ぜられ た。 

現 ぉょ 上院の 一 貝で あり、 樞密が 問を でら あつて、 化 こを 政 巧の 设もあ 力 G ユダ 

At 



ホ 八 

ャ 人と 云つ て 弟 まへ ないで あらぅ。 

マン クロフトが 爵 (一八と 二 I ) 

(サ— •ア —サ I •マイ ケ方 •サミ ユ H 八) 

ベンジャミン •サミ ユ ユ 八の ずと して ノ I ウイ ツナ じ 生れ^ 

一ん】 二 年 ヨリ) 九 一 一一 一年まで ノ—ウ イッチの ホを に 推され、 一九二と 年ょり 一 
九 二 九まで 大お 巧が お 次 おじ 化ぜら わた。 現 化では 上院の 一 負と して 活動して ゐ 
る 0 

サ— •ジ 3 ン •サイモン ニ八と 一二 —— ) 

エドウィン •サイモンの 子で あろ。 一九 〇 六 年 じ 円 ホ黨 から 下院 謀 M じ 逃 出さい、 


問 も だく 右の 化 黨のお 巧者と じつた。 

一九 一 五 年ょり 一九 一六 年に まろまで 巧が じ、 一九 一二 一年と 一九 一一 五累贿 年は 
外 巧の 地 化に 就き、 一九 一二と 年には 寐和 ミつ たが さ大转 いを 職に 化る。 

- L ミ乂年 トニ 月 叫 日には、 彼が フランスの レィノ I 热 巧を 訪れ、. 贿阀 がの が辨 
協 安 ど 結を と俾 へられた. か、 もは 我 ュダャ人 普 間の 協ぶ と 5 こと もが 
よぅ 0 

サゥス クッ ド臾辟 (一八-^ 三—) 

、ジュリアス •ソ 八夕 — •エリアス) 

衛蠢 Q 餐ゃ張 G ホ霉 真を 人物で ぁえ 

化は 才 1 ごス V フ レスを 支が し、 T リ！ ヘラ レ V や ィラスト レ- ブド霸 

ホ 化 



をを のを 巧 下 じ 巧いて ゐ ろ。 

一九二 一九 年 じは おが 協を のな なに 推さむ、’ 今では 上 おに も 經を廣 いて ゐ る。 

サ I •マイ ヶ少 •マイャ I ス (一八と 一ニ ー ) 

ユダ •マイャー スの 子で、 ニ ユー •ジ— ランド じ 生れ、 ゥェリントン 大巧の 出み 
でる る。 

一九二 九 年には ニユ I •ジ— ランドの 司法 行なに 化 事した が、 一九 一二 五 年まで 问 
巧 0 行政 おを と 现 化は 樞を贼 問な であろ。 


サ^- •セシ 八 •キ ッシ 


八 八 四—) 


ンド 行なで 义 Q あつたへ 少 マン-キッシュの ち 巧で あつて、 オック スフ オ—ド 


じ 巧び、 一九 一と 年には インド 事務 大巧 誌ぞ K り、 時の 技 ミト ウイン • 

サミ ュユグ •モン タ ーゲユ の片瞄 とした 活勒 した。 

彼は 又 パ ふ ホ かな 誰に 出席した ゎ、 インドの お 製を じ もを また。 一九 一二 一二 
年な 巧は イ .ンド 事務 ホ お 補に なぜら れてゐ る。 

レッ デ イング 侯 辞 (一八 八 九—) . 

(ジ * ラ 八 ド •ル ファス •アイザックス) 

檢事 總ぉ、 大震 長、 外 巧大— に腊 化し、 ユダヤ人 空前の 政治ぶ と 云 はれた 巧 

一代 レッ デイン. ク篇； グス •ダニ ユ 八の すで、。 ン ドンに 化む た。 

彼は 辯が* H であり、 マン チェ タタ— イン がれの 取 おであり 瓦つ 现イ 4 
上院 萧 M としても 活動して るる。 



ち 

彼は 父 第-次 歐洲 大戟- しら 參 加した ことが る b 、 をの 妻 ユヴア •ヴァィォレット 
は 巧-代 メ^ ケットぶ 蹄の がで るる。 

レス リ— •ホア ベリー シヤ (】 八 九 六 ) 

一九二 S 年に おめ てむか 黨の 一な として 下な じ 入つ た。 一九 S 凹 年には 述條 が， こ 
な ゎ、 一 化 一二 六 年に チ H ム .バレンの 問の 陸 巧に 化 ぜられ た 0 であろ が、 一九 四 〇 が 
一巧の 巧 雌な 造に 當 つて マック ミランが 報 巧と かに 辭 職した。. 

をして この 昭 巧に 就いては、 英网 採が 派 进带ゴ I 卜 '大將 との 政策 上の なな 對 ぶと 
か、 陸带 のじ ホ 化が 禍 したと も愧 へられた ので あろが、 彼を 惜し わ 與論が 姉脫 し、 
滿 なには 波爛が 捲き おさむた ので あつた。 

が 巧、 化の 巧 治 的で おじは 目货 ミし きものが あ b 、 常 化の ビ— コン ス フィー ルド 


伯爵 (ベン ジ ヤ ミ ご ディ こ リーで あると て、 「ベ リシ T ビ i この 义もあ 

つた 化で るる。 

今では 下 おの 一人で あ b 、 碟密贿 問な にも 巧ぜら れてゐ るので ある々 一九 WO 

年 香 二十日 孚院じ 於いては 菱協農 策を 力 哉し、 一九 四 一室 パ 六 口爷院 
では チ T チ グ寬と Q 問に 輩 Q 不足を？ 黄援す XU ひ 基烈じ 論戰み 巧は 

れ たと 云 はれて ゐ る。‘ . 

(こ转 がが 

セ ミー •ジ ヤフェット (一八 五八 1) • 

フランク； 卜 生れの 碧ぷ であ ミを ミ •タヤ 系の T チ ここ ご々— す 

ろ エス •ジ ヤフェット おを ぶ 約が はし ミ ある 

セ吉 



ジャック •.ハ 八ナト •ジ ヨ—瓜 (一八 六 二 1) 

询 アフリカ じがて 彼の セシ • n I ズ とを 列 I に務爭 した バー ネット. •アィザック 
ス •パル ナト (一八 五 二 （一八 九と) の 甥に おり、 南 アフブ カの 夕數の 金 錫を 巧 巧 
し、 ョ 'ィ ネス プ^グな 同む 資 をむ のがな であつ て、 ダイアモンドのを かじ も關 がし 
て 居 り、 な 計 四千 一二； 白 おお ン ドに 巧す る 凹 十五な かを 統率して ゐ ろ。 

下院 溝 貝の ダブ ドレ— •バ^ナ ト •ジョ I 火 (一九 〇 四 1) は 彼のが 义ホ であろ。 


パ I スト 巧 巧 (一八 六 S 1) . 

(フ 1 ゴ ！• スト) 

英巧 工業 聯盟の 會 長に 任ぜられた ことがあ るが、 現を では ジ H ネラ八 •ィ レク 
ブックを 化の かおで あり、 上院 讓貸 である。 


サ ー •ユブ •ベ ィリ— (一八ぶ 四 1) 

ケープ が 巧 地の クラドック のをれ で、 トランス ヴア の 主要 G 金城が がを の 一 
人 じがへ、 八れ てゐ る。 

巧 一 代の從巧がで、 上ぉのサ| • ュリァス •ヴィクタ1-サス| ンと並んでぉ巧 
の话 主として 躲棋 がに 义が ある。 


サ1*ナ；^ — 八ス •セリグマン (一八 六 九 —— ) 

アイザック. セリグマンの おすと して ロンドン じ をれ、 マ— チト ント .バン カ I 
たる セリグマン 兄 ホが なの 首腦 であろ。 


モン タ 1:^ ュ •コレット •ノ八 マンバ ー八と 一—) 


た 五 



モホ 

エフ •エィ チ •ノ少 マン Q モ で、 ィ— トン、 キング ス •カレ ッ デ‘ ケンプ リッデ 

じ學 び、 一九二 〇 年が 米英 蘭敍 巧に 勤賴 して 居 b 、 一九 〇〇 年には 南阳戰 がに もを 
加した。 

今や 英蘭 銀が の總 裁と して ィ •キリスの 政治を もた ホし おる かの 槐 力を 持つ てゐる 
が、 彼は あたかも サ— •ヴィ クター •サス I ンと 同じぐ、 人と お 接ず るを 避けて ゐ 
ると をはれ てゐ るので あつて、 をの 風格に 就いて 禪巧 如】 巧は 次の ごとく 語つ てが 
られる 0 

- 未だ 曾て 此の 人を 見た 人が あ b ませぬ。 お 典を 見た 新聞記者がない。 を化界 が 
處の 巧閒杜 通信れ を 採し ましても、 モン タ— •ネユ I •ノ八 マン 0 為 巧が。 い。 なる 
人は か 論ない。 朝 ベルリン じ 居る かと あ ふと、 第は バリー で 飯を ゆつ てる。 夜は 地 
中 海 0 ヨットの 中で おて ゐ ると •云 ふ 風で、 巧閒記 をは 未だせ て、 近付いた ことがあ 


b ませね。 襄 でら 昔な 井英 五さん がを ひじ 巧 かれた ことがあ つた？ っです が、 な 
へ ；^か つ たとか何とかで非常じ難儀た つ たらし L 」 

サ I •ロバ I 卜 •ゥュ I リー •コ — H ン (一八と と 一 ) 

ナ タニ エ八 •八ィ •コー エンの 子で、 ロン トン じ 生れ 

巧々 たる 巧 業ぶ であつ て、 ビーァ ステッドす 巧の 下に シュ^ 述送巧 おな 化の が 巧 

化赖 ミと して f を爲 して ゐ るが、 を Q 化 ご； ィン 93 おかか や、 髮 なな 社、 
トリニ ダツド 湿を 嬰 Q 農で あり、 て < ド ゥィンを 社の 5 を もを てゐ る。 

サ— •グ 八バ I 卜 •スタ I ン (】 八 お八 1 ) 

ジ T ムス •夕 -ン奚 巧で、 五大 器の 一つで ある ミッ ドラン ド 銀む の 蓋で 

セ 七 



あるが、 巧じス ター ン兄おおをの化おや、 ザ1ディァ ン化險をかい巧巧の地化じ化 
る。 かてが おが じ 勤 巧した ことが るる。 

♦ 

ビ I ァ ステッド 半 辟 (一八 八 二—) 

(ゥ ォ八夕 — •ホ レ 1 ス •サミ ュエ 八」 

第一ち のビ I ァス テッド 子 辟、 サ— •マー ヵス •サミュエ^の 子で、 巧】 次 歐洲， 
大戰 じも參 加した。 現れは シ H 八述 をな おなかの かおで、 上院ぶ U である。 

ィン^^ — 八 •オ スト ラ I ( 一 八 八 九 1— ) 

. ネザ ン • ォ ス ト ラ 1の子である。 が前は 。 ン ド ン巧式化引所や マ |チ ャ ン ト • バ 
ン ヵ— たる ォス トラー 乂ホ閒 みに も關係 しむが、 々はげぶな 社、 ゴー モン •ブ リタ 


イ ッ シ ユ のかおと^^つ てゐる。 . 

オス カー •ドイッ ナエ (一八 九 一二 I ) 

バ— ミン •カムの 生れで ぁえ オ デオン •シア タ I がが のか. おで ゐる 々がん 
1 ミ ン ダ ム の ユ ダ ヤ 人を代おして巧動してゐる 

メ八 ヶット 巧が (•一八 九 八—) 

(ヘン リ— •メ八 ケット) 

巧 一た メ； ット 卿、 tv! ア； レッ ド •モンドの すで、。 ンドミ 生れた。 

銀行ぶ で t 、 な S— でぁつ て、 てこ イス 器、 留接ち 萊か壯 、ヵナ 

ダ阴瞬 ニッヶ 八を 社、 バレス タイン 诺氣 か 化 等を も 支配して ゐ る。 上院 说 t り 一^ 

'セ 化 


バ 



八 0 

である。 

スゥ ユ イス ブング 巧稱 「一八 九 八 1 ) 

(ス ナユア — ■••グル バ — t . •サ ；、ュ エ八 •モング — •**) 

第一 一代 スゥ ユ イッブ ング 男爵の 長男で， ヶンプ リツ デ大學 のがみ であろ。 

サミ ユエ火 •モン タ IV ュお をの 户 I トナ I であって J にじ 緒を 樹 L てゐム 

サ— •ジ 3 ン •リ —ヴズ •エラ I マン (一九 〇 九 ) 

サ— •ジ ョージ •ユ ラ— マンの】 粒裙 で、 從ザ爵 にして お 運が の 巧 鎭 である。 
ロス チ ャイ 八 ド 巧 巧 (一九 一 0 |) 

(ナタニ エ'ル .メイ-^ — •ゲイ クタ— •ロス チ トイ 八 ド) 


ナ タニ ェ户 •チ 


* I グス •ロス チ ャイ火 ドの ホ 巧で ェヌ 


ム •ロス チ トイ 八 


ド tt の U で チ MISIIIIft の は 

管み をたぬ とも 云 はれて ゐ るの ミを、 愛の 蓋は 基た る ものて 
ら 、仏が、 ユダヤ— の紛 帥と 云へ やう。 上院 背の 一人— え 


ナ •アン フレッド •レ- ン •ビ 1 トニを 一で) ’ 

ナ I .ア / フレ 3 •ス とお こ ダイヤモンド 

な； ブヵ のな 襄者 にして 馨 ？ t セ シ：口 i t 

の 採を こ— した ア；； ド •ビ I の 子と して こ ドンに 生れた 
の 採が-" 巧肆 f •/ ド を 注 争 止 P ビー ト幽谊 トラスト 
巧 二 代 従 巧 巧で あり、 金 锁を所 巧し 口， テ、、 "一 . 


を 支が して ゐ る' 


八 一 



寒 


八 二 

、 

むすび 

々次の 歐 洲大戰 は、 正 じ 圣愤の 利益よ b も 個人の 利益を あ 求し よぅとす ろ イザ リ 
スの ユダヤ 金融 寡が か 支 おに 對 する ナチ スの 一大 敎 鐘と いふ ことが 出 ホる。 

誠に ユダヤ人の 問題け かがの 痛で あつて、 をの 適 常なる 對 策は 講ぜねば たらぬ と 
ぶ はれる。 

化 等 ユダヤ人は、 化る 巧を の 巧 巧に よつ てみ も、 む も かじ 甚だしく 歪められ たこと 
は 事 巧で あらぅ。 

或る 論者け ユダヤ人を □本人 や ドイッ人と 比較し、 日本人は 目先は よく 刊く けれ 
どもが お 力と 持 おに 於いて あり、 ドイッ人は 目先き は 利かない けれどら お 巧と が输 
力で 堪 へ、 ユダヤ人 はこの 巧者の 長を よく ホ わみ へて ゐ ると 論を して ゐる C 


をして おらち 视 葦して 何を」 島-」 ユダ 又が 緊焰が 燃 i るかが 攀ユ 
ダヤ たる 叟 8 はない？ あつて、 璧の f した 今日の 震が 能 4 等を 

巧おせしわるの權おとら^^击れば幸である。 f 

ゥィン ご K は 「を ユダヤた ホ述 する 何 かが あるの だ。 をれ はもに 孤 
で 云 ふ， 一とでは じ：，。 恐ら 4 世 5^ に -t をに 緊耗ま 上から 來 ただ— 

的 為 物 かなので を。 一と 述べて おり、 ゥ ぅ ァム •弓 ィスは" た 「- 化の-過 ま數 

がに お iv 又 G 援—支 良、 如ち る擊 ょら 命 各れ 異遙 々じ慧 

であつ た」 と斷 ぶして ゐ るので あろ。 •、 

夙に 奖闽こ 於いて すら だ ユダヤの か 火 も 上つ てゐ るので あつて ォタ〜 

ご I 思 食 一. 今 菱大戰 こを はがは ユダヤ人の 奮した 擊 であり、 ユダヤな 
稱業 をの 御先棒を かつぐ 述お冀 . y 露した」 とを の 事す る ァこネ の 

八 一一 一 



で嗎 がして ゐ る。 

之を 要する じ、 彼等の 必 からな ろ 反省と、 列 脚の 之じ對 する 適宜 G る お 導と じょ 
つて、 な 巧 的な がみが 巧 へられ、 延いては 闽民經 《の 巧 おが 期せら ろろ ことと も G 
ろなら ぶ、 今 ホの 大戰は 却つ て® 嬰 る总 をを ホつ ことじな ろで あらぅ。 
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